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背景

• 企業活動のグローバル化により業務関連の
テキストデータが多言語

• 現地法人の担当者のみがデータにアクセスし
ているのが現状である

• 多言語データを一元的に管理して網羅的に
分析できれば、多様な地域で自社商品や競
合商品への評価、不具合など把握できる
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既存対訳辞書はダメ？

• 分析対象表現を他言語に直訳できない

・例 driver's side を「運転手側」ではなく

「運転席側」に翻訳

• 量が膨大で、効率よくない
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システム構築アプローチの概念図
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翻訳対抽出アルゴリズム

• 翻訳表現候補のリストを作成

• リスト中の各表現の翻訳表現としての妥当性
を評価
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翻訳表現候補リスト作成ステップ１

• 与えられた翻訳対象表現に対し、原
言語コーパスにおいてその表現と相
関の高い表現のリストを抽出

（表現 A とB を両方含む文書数）
（表現A を含む文書数）
（表現 B を含む文書数）

（全文書数）

• 説明：翻訳対象となる表現A を含む文書
集合において表現B が出現する割合と、
原言語コーパス全体において表現B が
出現する割合との比を取ったものであり、
その値が 1 を超えれば相関が強いとい
うことになる
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翻訳表現候補リスト作成ステップ2

　　汎用対訳辞書を用いて、
第一段階で得られた相関
の高い表現を対象言語に
変換する。その際、汎用対
訳辞書の見出しに含まれな
い表現は単純に対象外とし、
訳語候補が複数存在する
場合には、全ての候補を出
力する
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翻訳表現候補リスト作成ステップ3

　第三段階では、第二
段階で得られた各表現
に対し、第一段階と同
様に対象言語コーパス
中で相関の高い表現の
リストを抽出する。その
結果得られる各リスト
の表現をマージしたリ
ストが、翻訳表現候補
リストとして出力される
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翻訳表現としての妥当性評価

　　前ステップで得られた各翻訳表現候補と翻
訳対象表現との意味的類似性を測る尺度と
して、各表現に相関の高い語が汎用対訳辞
書を介してどれだけ対応しているかを調べる
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例：steering wheel と「ハンドル」の意味的類似性の評価
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実験データと実験環境

• 国土交通省自動車交通技術安全部審査課の「自動
車不具合情報」　20,269 件

• 米国政府組織に属するNational Highway Traffic 
Safety Administration (NHTSA)の “Consumer 
Complaints2” 　525,055 件

• 翻訳対象表現が辞書登録ずみ表現のうち部位のカ
テゴリに属する表現を用いた。英語は100表現、日
本語は30 表現である。

• 汎用対訳辞書としては英日機械翻訳辞書

• E→J→E→J という展開を行った
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翻訳対抽出精度
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翻訳対抽出の出力例 
（下線の表現を正解と判断）
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コーパスのサイズと精度の関係
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分析の結果
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続きーある表現tankの相関値が高い場合
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おわりに

　　実装実験では、英語から日本語へ、日本語
から英語へ、同等以上の精度を出すことがで
き、本手法の汎用性の高さを確認できた。


